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　わが明治大学政治経済学部の中の比較的若い先生方は専門科目だけではなく，
外書講読をも担当しておられることと思います。そこで，ここではそれぞれにつ
いて私が今のところ心がけていることを少し書いてみたいと思います。
　前者の専門科目として私が担当していますのがII部政治経済学部の政治過程論
です。これは政治・経済両学科の3，4年の学生に開かれている講座です。もし
受講者の全員が政治学科の学生ならば，2年の教養課程で政治学原論の講義を受
けているはずですから，政治学の基礎知識があるものとして講義できるでしょう。
しかし，経済学科の学生はたとえ政治に対する関心はあったとしても，政治学に
ついては初心者であると考えなくてはなりません。ここのところが，ある種の辛
さを感じる点です。つまり，政治学科の学生にとっては分かり切ったようなこと
を話さなければならないとすれば，「できる」学生の反応が実に気になるところと
も言えるからです。
　もう一点，専門科目を教えていて心がけていることは，わたしたちの専門的視
角から見た日本の政治の現状をできるだけ説明しておきたいということです。学
問とは真理の探求であるばかりでなく，世相の解説をするものでもあると考える
からです。その場合，ともすれば，悪しきジャーナリズムによくある内幕暴露に
陥らないようにすると同時に，混沌とした現実政治の理性的な解釈と議論の材料
を提供できればいいと願っております。
　最後に講義のやり方について触れてみましょう。いま努めて実行していること
は，しゃべったことを，できるだけ黒板に書くようにすることです。昔のある大
先生の名講義は原稿用紙に書いて来られた文章をそのまま読み上げるだけのもの
もあったと聞いております。文章語に馳染むという点からすれば，わたし自身そ
うした講義に接した経験が一度もなかったのは残念なことだったと思っておりま
す。しかし，それはそれでノートを取る側の苦労も相当なものであったろうと察
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せられます。いずれにしましても最後は試験をやらなければならないのですから，
ポイントを何点かに絞って黒板に書くように心がけております。
　さて，外書講読の講義についてですが，今日いろいろと問題点を指摘されるこ
との多い学科目のようです。しかし，多くの学生を悩ましている外書講読が大学
という最高学府の学科目としてはどれほど必要不可欠なものかということを力説
しておきたいと思います。
　まず，わたしの限られた経験からしましても，学部学生に英文の専門書の講読
を必修としている大学はあまりないのではないかと思っております。外書講読の
講義の無かった大学をわたしは卒業しましたので，いざ大学院を受験しようとし
たとき，どう準備したらよいか皆目見当がつかなかった記憶があります。また，
明治大学大学院に入学した後，ゼミで初めて原書を精読し，私が発表すると，’し
ばしば「訳語が変だ」と先輩に指摘されたことがあります。独学の過程で変な癖
がついていたのでしょう。
　実際，教養課程から専門課程にあがったばかりの3年生に英文の専門書を読ま
せてみて驚くことがあるのです。その一例をあげるとpolitical　party（政党）の
訳です。学生たちは，想像力たくましく，さまざまな訳語を考えてきます。よく
出てくる訳語が「政治的党派」とか「政治的部分」といったものです。思わず吹
き出しそうになるのは，「政治的パーティ」といった類です。こうした用語はほと
んど毎時間でてくるわけですから，いったん覚えてしまえば二度と間違えるはず
のないものではないでしょうか。
　このように外書講読の重要性を指摘しましたが，それでもなお苦労するのはど
ういう専門書を読ませるかという選書の問題です。なかなか適当なテキストがな
いというのが現状のようです。わたしが選書の基準として置いたのは，日本につ
いて書かれているものを選ぶということでした。といいますのも，英文のもとに
なっている日本語文献にあたってみれば理解できるはずだと考えたのです。とこ
ろが，大きな誤算があったのです。学生はそこまで調べてきてくれないというこ
とです。結局，こちらであたってみて解説してやるしかなくなったしだいです。
ちなみに，わたしは現在外書を3コマ教えていますので，それぞれ違ったテーマ
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のものにしようと考え，3種類のテキストを使うことにしました。日米関係を論
じたもの，日本の政党政治に関するもの，そして圧力団体の入門書と言ったもの
　　　　　　　　　　　　　｝　　　s　　　N　　　Nです。実際にやってみてそのしんどいことといったらありません。来年はどうし
ようかと悩んでいるようなザマです。
　以上，専門課程と外書講読の講義に当って目安としていることとそれにまつわ
る問題点を若干述べた次第です。
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